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戸後期には, 搾油 ･製粉など′にもひろく利用されるようになったが, 江戸時代における水車利用の全国的
な状態を推定し得る資料は存在しない｡ よって著者は第1篇において, 明治10年代初頭に旧陸軍参謀本部
によって編纂された ｢共武政表｣ 所載の資料に基づき, 水車の全国的な分布を考察している｡ ｢共武政表｣
において水車が町村別の調査項目としてとり上げられたのは,一朝有事の際の ｢糧鈎｣ の確保にあったが,
これによって, 当時, 水車が最も密に分布する地域は, 今日の水力電源地帯と同じく, 関東北部から中部
地方にかけての中央日本の山岳地帯であり, またそれに次いでは, 水車立地の自然条件には劣るが, 経済
的に先進地帯であった関東 ･東海 ･近畿地方の平野部に多いことが知られる｡
しかし ｢共武政衰｣ の調査は, 人口100人以上の集落の精米用水車に限られ, 内容も不備な点が多いの
で, 第2麓では, 著者が入手し得た ｢大和国水車調｣ と題する資料を用いている｡ これは大和国(奈良県)
の明治14年の水車税課税台帳と考えられ, 水車の所在地 ･所有者 ･用途 ･創設年次 ･規模などの多くの項
目についての網羅的調査であり, これを基礎に, 著者の綿密な現地採訪資料も加えて, 明治初期の水車利
用について詳述している｡ これを要約すれば, 奈良県においても精米用水車は57%を占めるが, また製
粉 ･搾油 ･凍豆腐製造などの農産物加工用のほかに, 綿繰 ･紡績などの工場制手工業の動力源としての水
車がみられる｡ ことに紡績は, 明治初期に臥雲によって発明された ｢ガラ紡｣ とよばれる日本独特の紡績
であるが, それが明治10年代にすでに奈良県で行われていたことは注目される｡ また大和高原などの山間
問と奈良盆地の平野部とでは, 水車の分布や用途にも大きな相違が認められる｡ すなわち奈良盆地では,
水車は製粉 ･搾油 ･紡績など商業的工業的機能- の結びつきが強く, 商業資本的- 地主的所有 ･用益をな
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すのに対し, 山間部では凍豆腐製造などを除けば, 大部分が小規模な自給的用途の精米用水車であり, 村














たが, やがて蒸気力 ･電力などによる動力革命の影響を受けて, 水車の地位は急速に転落した｡ 第4篇で
は, この間の水車の衰退過程を, 明治10年以降の ｢農商務統計表｣ によって分析し, さらに水車衰退が一
応行きついた状態を, わが国で最初の詳細な内容を持つ明治42年の ｢全国工場通覧｣ を用いて全国的に把





電気エネルギーに転化されて, 送電線によって水力地点から遠 く隔った地域- 送達 ･供給され, 広域の需




なお補説の第 1章は, わが国との比較のために, ヨ- ロッパやアメリカにおける水力の開発 ･利用を考
察したものであり, また第2章は, 西南アジアにおける原始的な水車の利用について, 著者のイラン ･ア
フガニスタンの調査報告である｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
水力は最も古くから利用された自然力である｡ 事実, 蒸気機関が発明されるまでは, 水軍は工業にとっ
て唯一の原動力であり, イギリスの産業革命のさきがけをなした紡績業も, ランカシャ- 地方の豊富な水
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力を利用した水車の発達によるものである｡
本論文は, 明治時代のわが国の産業革命前後を中心に, 水力開発 ･利用の変遷を歴史地理学的に詳細に
究明したものである｡ これまで水草について, 経済史や技術史の分野においても, 二, 三の研究しかみら
れないのは, 水車に関して残存する資料が極めて乏しいことによると思われるが, 著者は旧参謀本部編纂
の ｢共武政表｣ や ｢大和国水草調｣ などの稀潮の資料と, 克明な現地採訪に基づいて, 明治時代の水車の
分布, 利用状態などに関し, いままで知られていなかった幾つかの事実を明かにしている｡
たとえば著者は明治初期には平野部と山間部とでは, 水車の用途や所有関係においても大きな相違が存
するとみなしている｡ すなわち平野部では, 水車立地の自然条件に劣っているため, 水車の分布は少ない
が, 精米用のほかに, すでに製粉 ･搾油 ･製糸 ･ ガラ紡などの工場制手工業の動力源としての専用の水車
が多く, 従って工業的商業的機能への結びつきが強く, 商業資本的- 地主的所有 ･用益がみられた｡ これ
に対して, 自然条件に恵まれた山間部では, 水車の分布こそ密であるが, なお大部分は精米用の小規模な
ものに止まり, 且つ村民の共有ないしは共用に属していたという｡ また産業革命にさきだち, 明治10年代
に政府の殖産興業策の一環として各地に紡績工場が開設されたが, わが国でも紡績業の動力源にはまだ主
に水車が利用された｡ 著者は鹿島紡績所 ･広島紡績所 ･遠州二俣工場を事例として, 当時の水車利用の実
態を丹念に調査し, 水車立地の適否が紡績工場の存立を左右したことを明かにしている｡ そのほか, 明治
から大正にかけての水車段階から水力発電への開発過程についても, 適確に把捉している｡
以上にみられるように, 水軍に関する文献資料が乏しいので, 著者は現地調査に多大の努力を払ってい
る｡ そのため, 本論文は構成において, 調査記録の記述にやや偏したところがみられるが, 明治時代の水
力の開発 ･利用については, 著者は多くの新らしい見解を示している｡ なかでも, 産業革命到来までに,
水車が工業の動力源として果した重要な役割は, 著者によってはじめて一貫して解明されたと言っても過
言でなく, 著者の創見に富む業績は高く評価さるべきであろう｡
なお参考論文として添えられた6篇の論文も, 経済地理学ないし歴史地理学についての諸問題を論じた
ものであり, 学界に寄与するところが多く, また著者の造詣をうかがわしめるに足りる｡
よって, 本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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